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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

１．訂正の経緯

当社の会計監査人である栄監査法人の指摘により、当社元代表取締役会長（以下「元会長」といいま

す。）への便宜が図られている疑義が生じたことから、平成27年８月、当社と利害関係を有しない弁護士

に独立調査委員会（第１次）の設置を依頼し、同年10月15日付で調査報告書（第１次調査）を受領しまし

た。その後、当該報告内容を踏まえ、同年11月２日、新たに公認会計士を含めた独立調査委員会（第２

次）に類似案件の在否を含めた追加調査（第２次調査）を依頼し、同年12月８日付で調査報告書を受領し

ました。当初の調査の結果及び第２次調査の結果、以下の事実が判明いたしました。

　

(１) 元会長が自己の資産管理会社を通じて株式を所有していたモリタフードサービス株式会社に対

し、当社は、平成24年９月期末の時点で246百万円の債権を有しておりました。同社は、平成24年10

月15日に、その保有する資金から、元会長が実質的に支配する盛田アセットマネジメント株式会社

に対し260百万円の貸付を行いましたが、同社の財政状態が著しく悪化していたことから、当社の債

権回収が困難となったこと。

(２) 本来会社の経費とは認められない私的支出について会社経費としての処理がなされており、ま

た、業務に実態がないと認められる業務委託契約に基づく委託料が支払われていたこと。

　

これに伴い、過年度決算を訂正するため、当社は、平成24年９月期（第76期）から平成26年９月期（第

78期）までの有価証券報告書、及び平成25年９月期第１四半期から平成27年９月期第３四半期までの四半

期報告書の訂正報告書を提出することを決定しました。

　

２．会計処理

連結財務諸表及び財務諸表において、モリタフードサービス㈱に対する債権については、平成25年９月

期にその全額に対して貸倒引当金を計上しておりましたが、その一部を平成24年９月期に遡って計上する

ことといたしました。また、会社の経費とは認められない個人的支出額については、「販売費及び一般管

理費」から当該個人に対する「長期未収入金（投資その他の資産「その他」）」に振替え、業務実態が認

められない業務委託契約に基づく委託料の支払い額等については、「販売費及び一般管理費」から「営業

外費用「その他」」に振替えております。「長期未収入金」については、回収可能性を検討した結果、回

収不能債権として「貸倒引当金」を計上するとともに、その他必要な訂正を行っております。

なお、今回の訂正にあたっては、過年度において重要性がないため訂正を行っていなかった事項及び今

回の監査の過程において新たに発見された事項の訂正も併せて行っております。

　

これらの決算訂正により、当社が平成26年２月７日付で提出いたしました第78期第１四半期(自　平成

25年10月１日　至　平成25年12月31日)四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたの

で、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

訂正後の四半期連結財務諸表については、栄監査法人により四半期レビューを受けており、その四半期

レビュー報告書を添付しております。

なお、四半期連結財務諸表の記載内容に係る訂正箇所につき、XBRLデータの訂正を行いましたので、併

せて訂正後のXBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を関連書類として提出いたします。
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２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

 

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第77期

第１四半期
連結累計期間

第78期
第１四半期
連結累計期間

第77期

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年10月１日
至 平成25年９月30日

売上高 (百万円) 7,883 7,544 25,273

経常利益
又は経常損失（△）

(百万円) 541 387 △551

四半期純利益
又は当期純損失（△）

(百万円) 365 340 △4,864

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 442 337 △4,834

純資産額 (百万円) 8,131 3,354 3,017

総資産額 (百万円) 30,156 25,145 23,462

１株当たり四半期純利益金額
又は当期純損失金額（△）

(円) 5.65 5.02 △75.04

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ― ―

自己資本比率 (％) 27.0 13.3 12.9
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第77期第１四半期連結累計期間及び第78期

第１四半期連結累計期間においては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。又、第77期において

は１株当たり当期純損失が生じており、また潜在株式が存在していないため記載しておりません。

 

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動がありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

継続企業の前提に関する重要事象等について

当社グループは、前連結会計年度において営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、営業活動によ

るキャッシュ・フローもマイナスとなりました。

当第１四半期連結累計期間において、営業利益、経常利益及び四半期純利益を計上しているものの、季

節変動的な要因があることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在し

ております。

しかしながら、収益改善へ向けた各施策「不採算事業を見直しコア事業への集中」、「高付加価値製品

の開発・販売」、「コスト削減」は着実に推移しております。さらに、資金面においては、金融機関から

継続的支援を得ており、金融機関からの支援に変化がないよう対応しております。当社といたしまして

は、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。当該状況についての分

析及び対応策等については、「３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 （５） 事

業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は改善す

るための対応策」をご参照ください。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したも

のであります。

 
(１)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の金融緩和政策により

円安・株高が進行し、輸出企業を中心に景気回復の兆しが見られたものの、新興国景気の減速や平成26

年４月からの消費税増税の影響が懸念されることから、依然として先行き不透明な状況で推移しまし

た。

このような状況の中、当社グループは企業理念である「食は生命」「食は安心」「食は幸せ」「食は

集い」に基づいて、安心・安全を徹底するとともに、高品質な商品とサービスの提供に努めました。売

上につきましては、営業体制の見直し、新規開拓の推進、新商品の導入、値上げ等を実施しましたが、

厳しい市場環境の影響等により伸び悩みました。また、売上原価につきましては、円安による原材料価

格及び輸入品仕入価格の高騰が大きく影響しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は7,544百万円(前年同期比4.3％減)、営業利益は508

百万円(前年同期比15.9％減)、経常利益は387百万円(前年同期比28.4％減)、四半期純利益は340百万円

(前年同期比6.8％減)となりました。
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セグメント別の業績は次のとおりであります。

(食品類・酒類事業)

醤油類につきましては、平成25年10月にたまり醤油の値上げを実施しましたが、主力商品の「マルキ

ンこいくちしょうゆ１Ｌ」「マルキンうすくちしょうゆ１Ｌ」が厳しい市場環境の影響や利益重視の販

売を推進(不採算取引の見直し等)したこと等により売上が減少しました。

つゆ・たれ類につきましては、「マルキン旨味つゆ１Ｌ」が好調、また昨夏発売の「京はばねろソー

ス100ml」「マルキン大阪うどんすき鍋つゆ750g」「マルキン徳島ラーメン鍋スープ750g」が順調に推

移しましたが、主に業務用のＰＢ商品が苦戦したこと等により売上が減少しました。

みりん風調味料及び料理酒につきましては、主力商品の「盛田料理酒１Ｌ」「盛田醸造みりんタイプ

１Ｌ」が取引条件の見直し等により減少しましたが、家庭用のＰＢ商品及び業務用商品は新規開拓が順

調に推移したこと等により前年同期並みの売上となりました。

漬物につきましては、ペースト状商品や昨秋発売の「忠勇酒かすで漬けました。」シリーズ２品

(ゴーヤ＆胡瓜、筍)が堅調に推移したものの、需要の減少や低価格傾向の影響を受けたこと等により売

上が減少しました。

飲料につきましては、「ハイピースノンカフェイン黒豆茶500ml」「ハイピース凍頂烏龍茶500ml」を

リニューアルし拡売施策を進めたものの、既存商品が競合他社との価格競争で苦戦したことに加え、Ｐ

Ｂ商品の落ち込み等により売上が減少しました。

酒類につきましては、経済酒は販売価格条件の見直し(抑制)を実施したこと等により売上が減少しま

した。特定名称酒においては、「男山大吟醸300ml/720ml/1.8Ｌ」や「盛田無濾過吟醸 本生1.8L」が堅

調に推移しました。また、輸出においては、中国・韓国向けの「尾張男山1.8Ｌ」「ねのひ本醸造自然

水仕込1.8Ｌ」が好調で売上が増加しました。清酒以外では、「盛田蔵出し本みりん1.8Ｌ」や焼酎が好

調で売上が増加しました。

この結果、当事業の売上高は4,016百万円(前年同期比6.2％減)、セグメント利益(営業利益)は254百

万円(前年同期比43.7％増)となりました。

 
(輸入食品類・酒類販売事業)

業務用食材につきましては、フォアグラが新規チャネル開拓と販売ボリューム増加に成功しました。

また、国内メーカーとの協力関係を更に強化した鴨肉、前期より販売を開始した国内産キノコ、ルー

ジェ社の新商品であるハイプレッシャー処理をした冷凍オマール等が売上増加に寄与しました。

製菓用食材につきましては、洋菓子市場が低迷する環境の中、主力商品の「Kiriクリームチーズ」

は、洋菓子メーカーの定番採用に重点を置き、またその他商品(チョコレート、マスカルポーネ等)も新

規開拓に注力したこと等により前年同期並みの売上となりました。

小売用商品につきましては、主力商品の「ボンヌママンジャム」は、利益確保のため特売回数を減ら

しブランドイメージを確保することに努めました。また、キャビア、フォアグラ等の高額商品及びギフ

ト商品が好調に推移したこと等により売上が増加しました。

ワイン類につきましては、主力商品の「ボランジェ」はホテル・レストランでのグラス売りを強化、

問屋との取組強化及び試飲販売実施により好調に推移しました。また、高額ワイン(ボルドー、オーパ

ス・ワン)の売上復活、チリワインの新規開拓等により売上が増加しました。

この結果、当事業の売上高は3,420百万円(前年同期比5.9％増)、セグメント利益(営業利益)は266百

万円(前年同期比6.7％減)となりました。

　

なお、平成25年４月１日の連結子会社間の合併に伴い、報告セグメントの見直しを行った結果、保有

する㈱ブルーゲイツ株式の全部を平成25年２月27日付で売却したこと等によって、「水産品加工販売事

業」は重要性が乏しくなり報告セグメントに含まれない「その他」に含めたため、記載しておりませ

ん。
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(２)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(３)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は14百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

 
(４)生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

なお、当社グループの主力製商品のうち日本酒やワインは、冬季に需要のピークがあるという特徴が

あります。このため売上高には季節的変動があり、第１四半期連結累計期間の売上高は他の四半期連結

会計期間の売上高と比べ著しく増加する傾向にあります。

 
(５)事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又

は改善するための対応策

当社グループは、「第２ 事業の状況 １ 事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に重要

な疑義を生じさせるような事実又は状況が存在しております。

このような状況のなか、当社グループの対処する最重要点は、企業体質の強化を目指し安定した収益

を確保することと認識し、積極的・効率的な営業活動を推進し不採算事業の見直しとコア事業への集中

によるコストダウンを進め、更なる諸経費の削減に努め経常的に利益を確保できる経営体制の確立を目

指し経営改善計画を作成し、各セグメント別における戦略及び課題に取り組み収支の改善を図ってまい

ります。

また、資金面においては、金融機関の継続的な支援を鑑み資金計画も勘案した結果、継続企業の前提

に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 68,004,520 68,004,520
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式：1,000株

計 68,004,520 68,004,520 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 68,004,520 ― 2,773 ― 840
 

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による

記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)

― ―
普通株式     45,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 67,867,000 67,866 ―

単元未満株式 普通株式     92,520 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 68,004,520 ― ―

総株主の議決権 ― 67,866 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、㈱証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権の数

４個)及び当社が実質的に所有していない自己株式1,000株(議決権の数１個)が含まれております。

２ 議決権の数には、実質的に所有していない自己株式分（１個）は含まれておりません。

３ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式583株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ジャパン・フード＆リカー・
アライアンス株式会社

香川県小豆郡小豆島町苗
羽甲1850番地

45,000 ― 45,000 0.06

計 ― 45,000 ― 45,000 0.06
 

(注) 株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権の数１個)ありま

す。なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めておりま

す。 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年10月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、栄監査法人により四半期レビューを受けております。

また、金融証券取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出してお

りますが、訂正後の四半期連結財務諸表について、栄監査法人の四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

    
前連結会計年度

(平成25年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,196 1,312

  受取手形及び売掛金 4,728 ※1　　6,652

  商品及び製品 3,136 2,870

  仕掛品 1,764 1,795

  原材料及び貯蔵品 579 618

  その他 404 361

  貸倒引当金 △30 △32

  流動資産合計 11,779 13,579

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 6,647 6,598

   その他（純額） 2,167 2,094

   有形固定資産合計 8,814 8,692

  無形固定資産   

   のれん 1,843 1,804

   その他 82 191

   無形固定資産合計 1,925 1,995

  投資その他の資産   

   その他 ※3  1,676 ※3  1,600

   貸倒引当金 ※3  △760 ※3  △744

   投資その他の資産合計 915 855

  固定資産合計 11,655 11,543

 繰延資産 27 22

 資産合計 23,462 25,145
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(単位：百万円)

   
前連結会計年度

(平成25年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,137 2,973

  短期借入金 12,072 12,040

  1年内返済予定の長期借入金 544 540

  1年内償還予定の社債 44 44

  未払法人税等 33 78

  賞与引当金 132 76

  その他 1,443 2,130

  流動負債合計 16,408 17,884

 固定負債   

  社債 1,198 1,198

  長期借入金 1,557 1,444

  退職給付引当金 235 200

  その他 1,044 1,063

  固定負債合計 4,036 3,906

 負債合計 20,444 21,790

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,773 2,773

  資本剰余金 7,511 7,511

  利益剰余金 △7,273 △6,932

  自己株式 △5 △5

  株主資本合計 3,006 3,346

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 8 9

  繰延ヘッジ損益 4 －

  為替換算調整勘定 △1 △1

  その他の包括利益累計額合計 11 8

 純資産合計 3,017 3,354

負債純資産合計 23,462 25,145
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

  
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成24年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 ※1　　7,883 ※1　　7,544

売上原価 5,511 5,379

売上総利益 2,371 2,165

販売費及び一般管理費 1,767 1,656

営業利益 604 508

営業外収益   

 受取利息 2 1

 受取配当金 0 0

 持分法による投資利益 19 16

 為替差益 15 －

 貸倒引当金戻入額 ※2　　3 ※2　　2

 その他 18 13

 営業外収益合計 61 35

営業外費用   

 支払利息 105 102

 為替差損 － 34

 その他 ※3　　19 ※3　　18

 営業外費用合計 124 156

経常利益 541 387

特別利益   

 関係会社株式売却益 － 25

 その他 － 4

 特別利益合計 － 29

特別損失   

 減損損失 － 13

 事業再編損 3 －

 その他 0 7

 特別損失合計 3 20

税金等調整前四半期純利益 537 396

法人税、住民税及び事業税 80 51

法人税等調整額 91 3

法人税等合計 172 55

少数株主損益調整前四半期純利益 365 340

少数株主利益 － －

四半期純利益 365 340
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

  
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成24年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 365 340

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1 0

 繰延ヘッジ損益 78 △4

 為替換算調整勘定 △3 △0

 持分法適用会社に対する持分相当額 △0 1

 その他の包括利益合計 76 △3

四半期包括利益 442 337

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 442 337

 少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(1)連結の範囲の重要な変更

連結子会社であった藤井酒造㈱は、平成25年12月25日付で保有株式の全部を売却したことに伴

い、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

(2)持分法適用の範囲の重要な変更

モリタフーズ㈱及び鈴渓（天津）国際貿易有限公司は、実質的な影響力の低下により、当第１四

半期連結会計期間より持分法適用の範囲から除外しております。

 
 

(四半期連結貸借対照表関係)

　

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成25年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形 ―百万円 49百万円
 

　

 ２ 保証債務

下記の会社の取引先からの債務に対し、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成25年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

アンキッキ協栄㈱ 89百万円 152百万円

モリタフードサービス㈱ 41百万円 33百万円

協栄商事㈱ 7百万円 12百万円

モリタフーズ㈱ 0百万円 0百万円
 

　

 

※３ 当社元役員の個人的支出を、当社及び当社子会社の経費として会計処理していた金額について、当人

への債権として計上したものが、以下のとおり含まれております。

 
前連結会計年度

(平成25年9月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

固定資産   

投資その他の資産   

その他   

長期未収入金 12百万円 13百万円

貸倒引当金 △12百万円 △13百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

　

※１ 売上高の季節的変動

前第１四半期連結累計期間(自 平成24年10月１日 至 平成24年12月31日)及び当第１四半期連結累

計期間(自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)

当社グループの主力製商品のうち日本酒やワインは、冬季に需要のピークがあるという特徴がありま

す。このため売上高には季節的変動があり、第１四半期連結累計期間の売上高は他の四半期連結会計期

間の売上高と比べ著しく増加する傾向にあります。

　

※２ 貸倒引当金戻入額

前第１四半期連結累計期間(自 平成24年10月１日 至 平成24年12月31日)

当社元役員の個人的支出に関連して計上した債権について、当第１四半期連結累計期間において計上

した貸倒引当金繰入額が、１百万円含まれておりますが、相殺の上、貸倒引当金戻入額として表示され

ております。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)

当社元役員の個人的支出に関連して計上した債権について、当第１四半期連結累計期間において計上

した貸倒引当金繰入額が、１百万円含まれておりますが、相殺の上、貸倒引当金戻入額として表示され

ております。

　

※３ 業務実態が認められない業務委託契約に基づく支出が、以下のとおり含まれております。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
 至 平成24年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
 至 平成25年12月31日)

営業外費用   

その他 0百万円 0百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び

のれんの償却額は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 116百万円 89百万円

のれんの償却額 70百万円 38百万円
 

 

 
(株主資本等関係)

　

前第１四半期連結累計期間(自 平成24年10月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成24年10月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計食品類・
酒類事業

輸入食品類・
酒類販売事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 4,283 3,231 7,515 368 7,883

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2 0 2 465 468

計 4,286 3,232 7,518 833 8,352

セグメント利益 177 285 462 202 665
 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに該当しない当社（純粋持株会社）が行うグループ管理等が含まれており

ます。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 462

「その他」の区分の利益 202

セグメント間取引消去 △0

のれん償却額 △60

四半期連結損益計算書の営業利益 604
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計食品類・
酒類事業

輸入食品類・
酒類販売事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 4,016 3,420 7,437 106 7,544

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

9 0 9 291 300

計 4,026 3,421 7,447 398 7,845

セグメント利益 254 266 521 25 547
 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに該当しない当社（純粋持株会社）が行うグループ管理等が含まれており

ます。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 521

「その他」の区分の利益 25

セグメント間取引消去 0

のれん償却額 △38

四半期連結損益計算書の営業利益 508
 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

平成25年４月１日の連結子会社間の合併に伴い、従来「食品類・酒類事業」、「輸入食品類・酒類

販売事業」及び「水産品加工販売事業」の３つとしていた報告セグメントの見直しを行いました。そ

の結果、保有する㈱ブルーゲイツ株式の全部を売却したこと等により「水産品加工販売事業」の重要

性が乏しくなったため、当該事業を「その他」に含め、前第３四半期連結会計期間より「食品類・酒

類事業」及び「輸入食品類・酒類販売事業」の２つに報告セグメントを変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメン

トの区分に基づき作成しております。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「その他」において、大阪本社移転の決定に伴い、建物等の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては13百万円であります。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。　

 

 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 5.65円 5.02円

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(百万円) 365 340

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 365 340

    普通株式の期中平均株式数(株) 64,759,683 67,958,694
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

 
　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

 

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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栄 監 査 法 人

代表社員
業務執行社員

 公認会計士 玉   置     浩   一 印

代表社員
業務執行社員

 公認会計士 林         浩     史 印

独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成27年12月31日

ジャパン・フード＆リカー・アライアンス株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
ジャパン・フード＆リカー・アライアンス株式会社の平成25年10月１日から平成26年９月30日までの連結会
計年度の第１四半期連結会計期間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第１四半期連結累計期
間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対
照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジャパン・フード＆リカー・アライアンス
株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計
期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
その他の事項
四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正して

いる。なお、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成26年２月７日に四半期レビュー報告
書を提出した。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。
２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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